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は
じ
め
に 

 　

昨
今
、A

I

（A
rtificial Intelligence, 

人
工
知
能
）
やDX
（Digital 

Transform
ation, 

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言

葉
は
、
我
々
の
生
活
に
ご
く
自
然
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
聞
か

な
い
日
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、ChatGPT

に
代
表
さ
れ
る
生

成
A
I
の
利
用
が
よ
り
一
般
的
と
な
り
、
大
学
を
含
め
た
社
会
全
体
が

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
二
三
年
に
行
わ
れ
た
G
7

広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
生
成
A
I
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
、
今
後
、

国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が
検
討
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
文
部
科
学
省

は
二
〇
二
三
年
七
月
に
、「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
A
I
の

利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
１
）  

」
を
公
表
し
、「
現
時
点
で
は

活
用
が
有
効
な
場
面
を
検
証
し
つ
つ
、
限
定
的
な
利
用
か
ら
始
め
る
こ
と

が
適
切
」
と
の
見
解
を
示
し
、
続
い
て
「
大
学
・
高
専
に
お
け
る
生
成

A
I
の
教
学
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
２
）  

」
が
周
知
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
く

の
大
学
に
お
い
て
も
、
各
大
学
の
生
成
A
I
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
名
城
大
学
も
、
学
生
に
向
け
て
、「
生
成
A
I

（ChatGPT

等
）
に
対
す
る
本
学
の
考
え
方
」
と
い
う
文
書
を
発
出
し
、

生
成
A
I
の
利
用
に
係
る
注
意
事
項
を
示
し
て
お
り
、
大
学
の
学
生
・

教
職
員
と
も
に
A
I
と
は
無
関
係
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
状
況
に
あ

る
。 

 　

も
ち
ろ
ん
、
我
々
の
生
活
に
お
い
て
も
、
D
X
化
は
確
実
に
進
ん
で
い

る
。
企
業
に
お
け
る
様
々
な
業
務
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
消
費
者
と
し
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
み
、
決
済
で
あ
っ
て
も
現
金
を
使
用
す
る
こ
と
す
ら
少
な
く

な
っ
て
い
る
。 

 　

こ
の
よ
う
に
急
速
に
進
展
す
る
A
I
や
D
X
と
い
う
環
境
の
変
化
を

受
け
て
、
名
城
大
学
で
は
二
〇
二
二
年
度
か
ら
、
全
学
共
通
科
目
「
デ
ー
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Ⅰ　

A
I
戦
略
二
〇
一
九 

 　

内
閣
府
は
、二
〇
一
九
年
七
月
に
、「
A
I
戦
略
二
〇
一
九 

〜
人・産
業・

地
域
・
政
府
全
て
に
A
I
〜
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
、
日
本
の
様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
、
積
極
的
に
A
I
を
活
用
す
る
た
め
の
環
境

整
備・方
策
を
示
し
た

（
５
）。戦

略
の
基
本
的
な
理
念
と
し
て
、「
人
間
尊
重
」、「
多

様
性
」、「
持
続
可
能
」
の
三
つ
を
掲
げ
、Society 5 （

６
）

.0

を
実
現
し
、SDGs

（Sustainable Developm
ent Goals, 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
実
現
の
た
め
の
戦
略
目
標
と

し
て
、「
人
材
」、「
産
業
競
争
力
」、「
技
術
体
系
」、「
国
際
」
の
四
つ
を
取

り
上
げ
、「
未
来
へ
の
基
盤
作
り
」、「
産
業
・
社
会
の
基
盤
作
り
」、「
倫
理
」

な
ど
に
関
す
る
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
と
関

連
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
「
人
材
」
に
関
す
る
戦
略
目
標
で
あ
る
。 

 　
「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
で
は
人
材
に
関
し
て
、「
人
口
比
に
お
い
て
最

も
A
I
時
代
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
・
吸
引
す
る
国
と
な
り
、
持
続

的
に
実
現
す
る
仕
組
み
を
構
築
」
す
る
こ
と
を
戦
略
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
持
続
的
に
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
は
、
教
育
改
革
に
よ
っ

て
構
築
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
リ
テ
ラ
シ
ー
で
あ

る
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
基
礎
と
い
っ
た
必
要
な
力
を
す

べ
て
の
国
民
が
身
に
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
そ
う
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
を

も
っ
た
国
民
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。 

 　

具
体
的
に
は
、
義
務
教
育
さ
ら
に
高
校
で
、
I
C
T
環
境
を
整
備
し
た

上
で
の
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
生

（
７
）全

員
が
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
基
礎
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。
さ
ら
に
、
大
学
生
の
五
〇
％
程
度
が
よ
り
上
位
の
応
用
基
礎
レ
ベ
ル

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
入
門
」
が
開
講
さ
れ
た
。
初
年
度
に
は
、
予
想

を
上
回
る
約
二
四
〇
〇
人
が
受
講
し
、
二
〇
二
三
年
度
も
二
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
受
講
生
が
あ
っ
た
。
同
科
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
講
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
本
学
で
は
お
そ
ら
く
初
め
て
の
完
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
（
学
生
が
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
受
講
で
き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
）

の
形
式
で
設
計
さ
れ
、
学
生
は
動
画
を
視
聴
し
て
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、

自
ら
課
題
を
解
き
、
ほ
ぼ
毎
週
理
解
度
確
認
テ
ス
ト
を
受
け
る
と
い
う
方

式
で
の
授
業
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
四
年
度
に
は
、「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
応
用
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
」
も
開
講
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、名
城
大
学
で
は
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
充
実
へ
」
と
い
う
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（Data Science, DS

）

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

（
３
）。 

 　

も
ち
ろ
ん
、
名
城
大
学
に
限
ら
ず
多
く
の
大
学
で
も
同
様
に
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
I
C
T
技
術
の
進
展
に
伴
っ
て

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
と
な
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
処
理
し
、
有
益

な
情
報
を
抽
出
す
る
こ
と
へ
の
社
会
的
な
要
請
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
と

も
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
政
府
の
政
策
を
中

心
に
考
察
し
、
今
後
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育

（
４
）に

関
す
る
課

題
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
た
だ
し
、
諸
政
策
等
に
つ
い
て
は

時
間
的
に
順
を
追
っ
て
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
説
明
の
都
合
上
、
取
り

上
げ
る
項
目
の
時
系
列
を
敢
え
て
前
後
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た

い
。 
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の
知
識
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ
ベ
ル
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

へ
と
続
い
て
い
く
。
以
下
で
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
人
数
の
数
値
目
標
と

獲
得
が
必
要
と
さ
れ
る
知
識
等
の
目
標
に
つ
い
て
、ま
と
め
て
お
こ
う
（
以

下
で
示
さ
れ
る
人
数
は
、
一
年
毎
の
人
数
の
概
数
で
あ
る
）。 

 

①　

す
べ
て
の
高
校
卒
業
者
全
員
一
〇
〇
万
人 

 　

す
べ
て
の
高
校
卒
業
者
が
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
基
礎
と

な
る
理
数
素
養
や
基
本
的
情
報
知
識
を
習
得
す
る
。
高
校
進
学
率
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
で
あ
る
か
ら
、
義
務
教
育
で
あ
る
小
中
学
校
卒
業
者
全
員
と
ほ

ぼ
同
じ
対
象
と
な
る
が
、
前
提
と
し
て
小
中
学
校
で
の
I
C
T
教
育
の

充
実
や
環
境
整
備
が
必
要
と
な
る
。 

 

②　

す
べ
て
の
大
学
生
五
〇
万
人 

 　

文
理
を
問
わ
ず
、全
大
学
生
が
各
課
程
に
て
初
級
レ
ベ
ル
（
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
）
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関
す
る
知
識
を
習
得

す
る
。 

 

③　

大
学
生
の
五
〇
％
で
あ
る
二
五
万
人 

 　

文
理
を
問
わ
ず
、
約
半
数
の
大
学
生
が
、
自
ら
の
専
門
分
野
へ
の
数
理・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
応
用
基
礎
力
を
習
得
す
る
（
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
）。 

 

④　

大
学
生
の
う
ち
約
二
〇
〇
〇
人 

 　

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
と
し
て
育

成
す
る
。 

 

⑤　

大
学
生
の
う
ち
約
一
〇
〇
人 

 　

④
の
二
〇
〇
〇
人
の
う
ち
一
〇
〇
人
を
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
と
し
て

育
成
す
る
。 

 　

こ
れ
を
図
示
し
た
の
が
、
図
1
に
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
、「
A
I
戦
略

二
〇
一
九
」
の
概
要
版
な
ど
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
教
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）、
筆
者
も
時
々
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
図
を
目
に
す
る
こ
と
は
非
常
に

多
く
、
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
者
に
は
な
じ
み
深
い
図
で
あ
る
。 

 　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
時
期
を
二
〇
二
五
年
度
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
人
数
の
目
標
を
提
示
し
た
こ
と
に
は
、
筆
者
は
や

や
驚
き
を
感
じ
た
と
と
も
に
、
本
腰
を
入
れ
て
達
成
を
目
指
し
た
い
の
だ

ろ
う
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る
。 

図 1．AI 戦略 2019 の育成目標
資料： 文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育

プログラム認定制度概要」より筆者作成
https://www.mext.go.jp/content/20210315-mxt_
senmon01-000012801_1.pdf
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Ⅱ　

 

A
I
戦
略
等
を
踏
ま
え
た
A
I
人
材
の
育
成
に

つ
い
て
（
二
〇
一
九
年
） 

 　
「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
は
内
閣
府
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
受
け

て
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
文
部
科
学
省
が
「
A
I
戦
略
等
を
踏
ま
え
た

A
I
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

（
８
）」

と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の

方
針
は
、「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
に
お
け
る
文
部
科
学
省
に
関
連
す
る

項
目
、
す
な
わ
ち
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
等
に
つ
い
て
、
予
算
額
な
ど

も
含
め
た
よ
り
具
体
的
な
方
向
性
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ

の
す
べ
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
興
味
深
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
二

点
の
み
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。 

 　

・
大
学
の
数
理
及
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
全
国
展
開
に
つ
い
て

は
、
協
力
校
（
後
述
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
等
を
通
じ
て
全
国
の
大
学
へ
普
及
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
一
二
億
円
（
う

ち
国
立
大
学
法
人
運
営
交
付
金
九
億
円
）
の
予
算
が
配
分
さ
れ
る
。 

 　

・
初
等
中
等
教
育
で
は
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
充
実
を
図
り
、
小
中
高
を
通
じ
て
統
計
教
育
の
充
実
に
必
要
な
具
体

的
な
項
目
を
明
示
す
る
（
例
え
ば
、
確
率
・
統
計
・
線
形
代
数
等
の
基
盤

と
な
る
知
識
を
高
等
学
校
段
階
で
修
得
す
る
た
め
の
教
材
の
作
成
な
ど
） 。

 

Ⅲ　

 

大
学
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
強
化
方

策
に
つ
い
て
（
二
〇
一
六
年
） 

 　

A
I
人
材
の
育
成
が
日
本
全
体
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
生
成

A
I
な
ど
が
か
な
り
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
現
在
（
二
〇
二
三
年
）
で
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
〇
一
九
年
当
時
で
も
既
に
喫
緊
の
課
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
か
ら
は
う
か
が
え

る
。
内
閣
府
の
「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
は
様
々
な
意
味
で
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
こ
か
ら
論
及
を
始
め
た
が
、
唐
突
に
そ
れ

が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
下
地
も
す
で
に
様
々
な
分
野
で
醸
成

さ
れ
て
い
た

（
９
）。

本
節
で
は
、
教
育
面
で
の
下
地
の
一
つ
で
あ
る
文
部
科
学

省
が
二
〇
一
六
年
一
二
月
に
公
表
し
た
「
大
学
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
強
化
方
策
に
つ
い
て）

10
（

」（
以
下
、「
D
S
強
化
方
策
」
と
略
す
）

と
い
う
報
告
書
を
取
り
上
げ
よ
う
。 

 　

こ
の
「
D
S
強
化
方
策
」
を
策
定
し
た
「
数
理
及
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
の
強
化
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
大
学
に
お
け
る
数
理
及
び
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
強
化
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
文
部
科
学
省
に

設
置
さ
れ
た
一
〇
名
程
度
の
有
識
者
に
よ
る
組
織
で
あ
る
。 

 　
「
D
S
強
化
方
策
」
の
報
告
書
で
は
、
大
学
に
お
け
る
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
強
化
の
必
要
性
を
述
べ
た
上
で
、
文
部
科
学
省
と
し
て

喫
緊
に
取
り
組
む
べ
き
方
策
と
し
て
次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。 

 　
（
1
） 

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

整
備 

 　
（
2
）
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
の
在
り
方 

 　
（
3
）
実
践
教
育
に
関
す
る
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

 　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
で
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。 

 　
（
1
）
は
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
科
目
は
各
大
学
で
当
時

で
も
設
け
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
選
択
科
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
ま
た
、
社
会
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
十
分
教
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
こ
で
各
大
学
の
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中
で
、
全
学
的
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
行
う
た
め
の
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
計
や
教
材
作
成
等
を
含
め
全
学
的

な
教
育
の
た
め
の
拠
点
に
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
こ
で
全
学
的
に

と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
理
工
系
や
特
定
分
野
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
全
専
攻

分
野
の
学
生
に
教
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
大
学
で

設
置
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
が
大
学
間
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
し
、
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
す
る
。こ
れ
は
、（
2
）に
も
つ
な
が
る
。 

 　
（
2
）
に
関
し
て
、
右
に
述
べ
た
各
大
学
の
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
標
準
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
（
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
）、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等

が
協
働
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
各
大
学
に
は
、
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、
独
自

の
特
色
を
加
え
た
教
育
（
各
大
学
の
特
色
の
反
映
や
難
易
度
の
調
整
）
を

実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
専
門
分
野
に
お
い
て

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
利
用
し
た
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
培
う

た
め
に
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
用
い
た
演
習
や
企
業
の
事
例
を
元
に
し
た

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

次
の
（
3
）
と
関
連
し
て
く
る
。 

 　
（
3
）
の
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・

A
I
教
育
は
個
別
の
大
学
内
で
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
形
成
し
て
企
業
や
業
界
団
体
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
学
生
の
他
機
関
・
他
大
学

と
の
交
流
、
企
業
か
ら
の
実
デ
ー
タ
の
提
供
、
実
務
家
に
よ
る
講
義
・
演

習
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
教
育
を
意
識
し
た
方
策
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。 

 

Ⅳ　

 

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
強
化
拠

点
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

 　

前
節
の
「
D
S
強
化
方
策
」
で
提
言
さ
れ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し

て
、
実
際
に
二
〇
一
七
年
度
に
組
織
さ
れ
た
の
が
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
強
化
拠
点
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム）

11
（

」
で
あ
り
（
以
下
、

単
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
表
記
す
る
場
合
は
、
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

指
す
）、
そ
の
拠
点
校
と
し
て
、
北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
、
滋
賀
大
学
、

京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
の
六
大
学
が
選
定
さ
れ
た
。
文
部
科

学
省
が
主
導
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
拠
点
校
は
国

立
大
学
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
度
に
は
、
新
た

に
二
〇
校
の
国
立
大
学
が
前
節
で
述
べ
た
協
力
校
と
し
て
参
加
し
、
全
国

を
六
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
、
関
東
・
首
都
圏
、
中
部
・
東
海
、
近
畿
、

中
国・四
国
、九
州・沖
縄
）
に
分
割
し
て
、ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
活
動
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
度

に
は
、
協
力
校
三
校
と
特
定
分
野
協
力
校
七
校
（
い
ず
れ
も
国
立
大
学
）

が
加
わ
り
、
全
国
の
大
学
（
公
私
立
大
学
を
含
む
）
お
よ
び
国
立
高
専
が

連
携
校
と
な
っ
た
。
拠
点
校
―
協
力
校
・
特
定
分
野
協
力
校
―
連
携
校
と

い
う
構
成
で
あ
る）

12
（

。
ち
な
み
に
、
名
城
大
学
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に
中
部・

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
携
校
と
な
っ
て
い
る
。 

 　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
二
〇
二
二
年
度
か
ら
第
二
期
の
活
動
に
入
り
、
地

域
は
九
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
、東
北
、関
東
、北
信
越
、東
海
、近
畿
、中
国
、

四
国
、
九
州
・
沖
縄
）
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
む
し
ろ
盛
ん
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に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
へ
の
参

加
は
む
し
ろ
容
易
に
な
っ
て
い
る
。 

 　

そ
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
、
三
つ
の
分
科
会
、
す
な
わ
ち
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
分
科
会
、
教
材
分
科
会
、
教
育
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
科
会
が
設

置
さ
れ
た
。
こ
の
分
科
会
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
て
お
こ
う
。 

 （
1
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
科
会 

 　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
科
会
は
、
産
業
界
や
関
連
団
体
等
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関
す
る
科
目
の
標
準
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
続
け
、
最
終
的
に
二
〇
二
〇
年
四
月
に
表
1
に
あ

る
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
副
題
「
デ
ー

タ
思
考
の
涵
養
」）
を
公
表
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
三

つ
の
主
要
な
柱
と
選
択
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
三
本
の
柱

と
は
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
「
導
入
」（
社
会
に
お
け
る
デ
ー
タ
・
A
I

の
活
用
）、「
基
礎
」（
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
）、「
心
得
」（
デ
ー
タ
・
A
I

利
活
用
に
お
け
る
留
意
事
項
）
で
あ
る
。
導
入
は
、
様
々
な
分
野
に
お
け

る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
活
用
事
例
で
あ
り
、
基
礎
は
、
基
本
的

な
統
計
分
析
等
で
あ
る
。
心
得
は
、
デ
ー
タ
・
A
I
を
扱
う
上
で
の
倫
理

的
・
法
的
な
留
意
事
項
で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護
や
著
作
権
の
問
題
、
さ

ら
に
は
研
究
倫
理
、
差
別
な
ど
の
問
題
に
関
す
る
内
容
を
含
み
、
生
成

A
I
の
濫
用
・
誤
用
な
ど
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
。
導
入
・
基
礎

に
つ
い
て
は
、
前
節
の
「
D
S
強
化
方
策
」
で
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
直
接
的
な
応
用
と
は
若
干
異
な
る
こ

の
心
得
の
項
目
が
含
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
り
、
評
価
さ
れ

る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
（「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
で
は
、「
倫
理
」
と
し
て

A
I
社
会
原
則
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
）。
さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
三

月
に
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
副
題
「
A
I
×
デ
ー

表 1．リテラシーレベルのモデルカリキュラムの構成

導入 1． 社会におけるデー
タ・AI の利活用

1―1．社会で起きている変化
1―2．社会で活用されているデータ
1―3．データ・AI の活用領域
1―4．データ・AI の利活用のための技術
1―5．データ・AI の利活用の現場
1―6．データ・AI の利活用の最新動向

基礎 2．データリテラシー
2―1．データを読む
2―2．データを説明する
2―3．データを扱う

心得 3． データ・AI 利活用
における留意事項

3―1．データ・AI を扱うための留意事項
3―2．データを守る上での留意事項

選択 4．オプション 統計及び数理基礎，アルゴリズム基礎，時
系列データ解析，テキスト解析，画像解析他

資料： 数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアムのウェブサ
イトより筆者作成
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy.pdf
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タ
活
用
の
実
践
」）
が
公
表
さ
れ
た
（
詳
細
は
略
）。 

 （
2
）
教
材
分
科
会 

 　

教
材
分
科
会
は
、
ま
さ
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関
す
る
教
材

を
開
発
、
収
集
、
公
開
す
る
組
織
で
あ
り
、
様
々
な
講
義
動
画
、
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
教
材
、
統
計
解
析
ソ
フ
ト
で
あ
るPython

やR

の
コ
ー
ド
な
ど

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
標
準
的
な
教
科

書
（
た
と
え
ば
、
北
川
源
四
郎
・
竹
村
彰
通
編
（
二
〇
二
一
）『
教
養
と

し
て
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
』
講
談
社
）
を
含
め
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

入
門
シ
リ
ー
ズ
を
公
刊
し
て
い
る
。 

 （
3
）
教
育
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
科
会 

 　

教
育
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
科
会
で
は
、
実
際
に
授
業
の
演
習
な
ど
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
教
育
用
に
作
成
さ
れ
た
様
々
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
、
す
な

わ
ち
W
e
b
サ
イ
ト
行
動
履
歴
デ
ー
タ
、
実
験
デ
ー
タ
、
調
査
デ
ー
タ
、

地
域
デ
ー
タ
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
な
ど
を
収
集
・
公
表
し
て
い
る
。
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
教
育
用
デ
ー
タ
提
供
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
が
開
設
さ
れ
、
デ
ー
タ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る）
13
（

。 

 　
「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
で
目
標
と
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
大
学
生

（
五
〇
万
人
）
が
習
得
す
べ
き
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
具
現
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
表
1
の
モ
デ
ル
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、「
D
S
強
化
方
策
」
に
あ
る
文
系
・
理
系
を
含
め
た

全
学
的
な
展
開
を
意
識
し
た
教
育
内
容
の
一
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
文
部
科
学
省
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
利
用
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
な
く
も
な
い
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
組
織
や
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
自
体
が
政
策
の
レ
ー
ル
に
乗

る
も
の
で
あ
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
む
し
ろ
作
成
等

に
携
わ
っ
た
研
究
者
は
、
そ
れ
ま
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
教
育

が
、
重
要
で
あ
る
と
は
言
わ
れ
な
が
ら
も
あ
ま
り
普
及
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
を
憂
い
、
よ
り
多
く
（
あ
る
い
は
す
べ
て
）
の
学
生
が
そ
の
知
識
や

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
喫
緊
の
課
題
と
と
ら
え
て
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
具
体
化
さ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。 

 

Ⅴ　

 

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
認
定
制
度 

 　

以
上
の
よ
う
に
、「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
な
ど
に
お
い
て
、
A
I
人

材
育
成
の
た
め
の
教
育
改
革
と
し
て
、
す
べ
て
の
大
学
生
に
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
A
I
教
育
を
受
け
さ
せ
る
方
針
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
モ

デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
も
準
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
、
各
大

学
（
と
り
わ
け
私
立
大
学
）
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
が
急
速

に
浸
透
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
方
針
を
推
進
さ
せ
る
た

め
に
企
画
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
の
が
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
「
数
理・デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度）

14
（

」
で
あ
る
。
こ
の
認

定
制
度
は
、内
閣
府
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
「
数
理・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・

A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
検
討
会
議
」
の
報
告
書）

15
（

に
基
づ
き
設
計

さ
れ
た
。 
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そ
の
目
的
は
、「
大
学
（
大
学
院
を
除
き
、
短
期
大
学
を
含
む
。）
及
び

高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。）
の
正
規
の
課
程
で
あ
っ

て
、
学
生
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
へ
の
関
心
を
高
め
、
か

つ
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
を
適
切
に
理
解
し
、
そ
れ
を
活

用
す
る
基
礎
的
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
体
系
的
な
教
育

を
行
う
も
の
を
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
及
び
選
定
し
て
奨
励
す
る
こ
と）

16
（

」

に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
基
礎
的
な
能
力
の
向
上
を
図
る
制
度
で

あ
る
。
認
定
制
度
に
は
、
現
在
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
と
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、「
A
I
戦
略
二
〇
一
九
」
に
あ
る
大

学
生
五
〇
万
人
と
二
五
万
人
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る）

17
（

。 
 　

こ
の
認
定
制
度
を
簡
単
に
言
う
と
、
各
大
学
等
で
実
施
し
て
い
る
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
授
業
）
を
対

象
に
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
文
部
科
学
省
が
認
定
し
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
学
生
に
は
、
修
了
証
（
デ
ジ
タ
ル
バ
ッ
ジ
な
ど
）

が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
修
了
し
た
学
生
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

関
連
す
る
知
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
以
外
に
、
た
と
え
ば
、
就
職
活
動
の
際

に
、
自
分
が
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
関
し
て
、
認
定
さ
れ

た
レ
ベ
ル
の
知
識
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
た

と
え
ば
名
城
大
学
で
は
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
入
門
」
と
い
う

全
学
開
講
の
科
目
が
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
単
位
を
取
得
し
た
学
生
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル

の
修
了
証
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
二
〇
二
三
年
度
に
認
定
さ
れ
た
）。

各
大
学
と
も
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
意
向
を
有
し
て
い
た
に
せ
よ
、
こ
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
自
体

が
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る

直
接
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
分
野
の
教
育

が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
各
大
学
と
も
、
自
校
の
学
生

が
就
職
な
ど
で
他
大
学
の
学
生
と
比
較
し
て
不
利
に
な
る
こ
と
は
、
で
き

る
だ
け
避
け
た
い
は
ず
で
あ
る
し
、
認
定
を
得
る
こ
と
の
コ
ス
ト
と
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
考
え
た
場
合
、
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ

と
か
ら
も
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
判
断
す
る
大
学
が
少
な
く

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

二
〇
二
〇
年
度
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
最
初
の
認
定
（
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
の
み
）
が
二
〇
二
一
年
度
に
行
わ
れ
た
結
果
、
七
八
校
が
認

定
さ
れ
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ
て
い
る
（
前
年
度

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
翌
年
度
認
定
さ
れ
る
）。
二
〇
二
二
年
度
に
は
、
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
で
一
三
九
校
、応
用
基
礎
レ
ベ
ル
で
二
七
校
四
一
部
局
（
応

用
基
礎
レ
ベ
ル
は
学
部
・
学
科
単
位
で
の
申
請
可
能
）
が
認
定
さ
れ
た
。

名
城
大
学
は
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
始
し
、
二
〇
二
三
年
度
に
こ
の
認
定
制
度
に
申
請
し
、
選
定
さ
れ
た
。

認
定
を
受
け
る
大
学
は
ほ
ぼ
累
積
さ
れ
て
い
く
の
で
今
後
増
え
て
い
く

が
、
全
国
の
大
学
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
認
定
さ
れ
る
の
か
が
注
目
さ

れ
る）

18
（

。 
 　

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 （
ア
）
大
学
等
の
正
規
の
課
程
で
あ
る
こ
と 

 （
イ
） 

学
生
に
広
く
実
施
さ
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
学
開
講
）
で

あ
る
こ
と 

 （
ウ
）
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、
公
表
す
る
こ
と 

 （
エ
） 

学
生
の
関
心
を
高
め
、
か
つ
、
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
体
系
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的
に
修
得
（
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
参
照
）
す
る
こ
と 

 （
オ
）
学
生
に
対
し
履
修
を
促
す
取
組
を
実
施
す
る
こ
と 

 （
カ
） 

自
己
点
検・評
価
（
履
修
率
、
学
修
成
果
、
進
路
等
）
を
実
施
し
、

公
表
す
る
こ
と 

 （
キ
）
当
該
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
実
績
の
あ
る
こ
と 

 　

こ
れ
ら
の
要
件
の
う
ち
、（
エ
）
は
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
の
も
の
で
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
照
す
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
表
1
に
あ
る
導
入
・
基
礎
・
心
得
と
い
う
項
目

と
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
授
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
整
え
れ
ば
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
成
す
る
授
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
認
定
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
以
外
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
以
下

で
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
て
お
く
と
、
ま
ず
（
ア
）
は
卒
業
所
要
単
位
数
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、（
イ
）
は
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の

認
定
は
学
部・学
科
ご
と
で
は
な
く
、
全
学
で
の
申
請
で
あ
る
こ
と
、（
キ
）

は
基
本
的
に
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
翌
年
度
に
申
請
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、（
ウ
）
や
（
カ
）
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
等
に
対

し
て
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
年
度
ご
と
に
回
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
要
件
で
あ
り
、
そ
の
結
果
の
公
表
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
（
キ
）
と
も
関
連
し
て
お
り
、
基
本
的
に
前
年
度
に
実
施
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
す
る
申
請
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
自
己
点
検
・
評
価
が

既
に
実
施
さ
れ
て
い
な
く
て
は
申
請
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら

に
（
オ
）
は
、
五
〇
万
人
と
い
う
政
策
目
標
を
鑑
み
、
少
し
で
も
多
く
の

学
生
に
履
修
さ
せ
よ
う
と
す
る
要
件
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
持
続
可
能
性
に
関
連
す
る
問
題
で
も
あ
る
。 

 　

各
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
認
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス・A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
審
査
委
員
会
」に
よ
っ

て
、
書
類
で
審
査
さ
れ
、
認
定
を
受
け
た
機
関
は
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
で
は
、
最
初
の

二
年
間
で
す
で
に
二
〇
〇
機
関
以
上
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
三
年

度
に
さ
ら
に
一
六
五
校
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
半
数
に
迫
る
大
学
等
が
認

定
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
大
学
生
五
〇
万

人
が
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
目
標
の
達
成
は
困
難
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。 

 

Ⅵ　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
推
進
し
た
背
景 

 　

こ
れ
ま
で
は
、
文
部
科
学
省
や
内
閣
府
の
政
策
を
中
心
に
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
も
た
ら
し
た
背
景
を

み
て
き
た
。
し
か
し
、二
〇
一
六
年
度
の
「
D
S
強
化
方
策
」
以
前
に
も
、

I
C
T
技
術
の
急
速
な
進
歩
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
の
拡
大
な
ど
を
受

け
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
流
れ
は
確
実
に

存
在
し
て
い
た
。
以
下
で
は
そ
の
背
景
を
、
筆
者
の
主
観
に
基
づ
い
て
、

体
系
的
に
で
は
な
い
が
列
挙
し
て
い
こ
う
。 

 

a　

セ
ク
シ
ー
な
仕
事 

 　

二
〇
〇
九
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
お

い
て
、
当
時
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
教
授
でGoogle

の

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
っ
た
ハ
ル・ヴ
ァ
リ
ア
ン
（Hal Varian

）
は
、
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次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 　
I keep saying that the sexy job in the next 10 years w

ill be 
statisticians.  

（
私
は
、
今
後
一
〇
年
で
セ
ク
シ
ー
な
仕
事
と
い
え
ば

統
計
家
だ
と
、
言
い
続
け
て
い
る
） 

 　

ハ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ア
ン
と
い
え
ば
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
で
著
名
な
経
済
学
者

で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
以
上
経
っ
た
現
在

で
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
経
済
学
以
外
で
も
彼
の
名
を
知
ら
し
め

て
い
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
A
I
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浸
透
し
始

め
て
い
た
当
時
、
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
彼
の
言
葉
が
注
目
さ
れ
た
の

は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
と
か
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
く
、統
計
家
（statistician

）

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
義
と
い
っ
て
よ

い
。
た
だ
し
、
現
在
、
日
本
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
統
計
家
よ
り
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。 

 

b　

統
計
学
ブ
ー
ム
の
ヒ
ミ
ツ 

 　

二
〇
一
三
年
七
月
に
N
H
K
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
と
い
う

テ
レ
ビ
番
組
で
、「
数
字
の
カ
ラ
ク
リ
・
デ
ー
タ
の
真
実 

〜
統
計
学
ブ
ー

ム
の
ヒ
ミ
ツ
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
番
組
が
放
送
さ
れ
た
。
筆
者
も
視

聴
し
て
、
顔
見
知
り
の
先
生
が
出
て
い
る
の
に
喜
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、

大
学
で
統
計
学
を
教
え
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
当
時
、
統
計
学
っ

て
本
当
に
ブ
ー
ム
な
の
か
、
と
疑
問
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
確
か

に
統
計
学
が
そ
れ
以
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
は
あ
っ
た

が
、
ブ
ー
ム
と
言
い
切
る
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。 
 　

そ
の
番
組
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い

う
言
葉
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
、I
C
T
技
術
の
進
歩（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
性
能
や
W
e
b
技
術
の
向
上
等
々
）

と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
か
な
り
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
解
析
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
て

し
ま
う
と
い
う
期
待
も
高
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
（
た
だ
し
、
A
I
に
つ

い
て
は
現
在
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）。
こ
う
し
た
番
組
が
制
作

さ
れ
た
こ
と
自
体
、
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
統
計

学
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
注
目
が
集
ま
り
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
た
。 

 
c　

統
計
学
が
最
強
の
学
問
で
あ
る 

 　

右
に
述
べ
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
の
番
組
で
も
何
度
か
映
っ
て
い

た
が
、
西
内
啓
氏
が
著
し
た
『
統
計
学
が
最
強
の
学
問
で
あ
る）

19
（

』
と
い
う

二
〇
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
が
、
こ
う
し
た
分
野
で
は
異
例
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
（
四
〇
万
部
超
）
に
な
っ
て
い
る
。
続
編
と
し
て
、
実
践
編
、

ビ
ジ
ネ
ス
編
、
数
学
編
な
ど
も
出
版
さ
れ
、
シ
リ
ー
ズ
累
計
五
〇
万
部
を

超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
著
者
の
西
内
啓
氏
も
テ
レ
ビ
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
統
計
学
の
啓
蒙
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
こ

の
書
籍
は
、
統
計
学
の
考
え
方
を
具
体
的
な
例
を
用
い
て
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
る
良
書
で
あ
り
、
学
生
諸
君
に
も
一
読
を
進
め
た
い
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
時
期
に
、
刺
激
的
な
タ
イ

ト
ル
と
理
解
し
や
す
い
例
や
説
明
が
マ
ッ
チ
し
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

主
要
部
分
を
占
め
る
統
計
学
の
啓
蒙
に
役
立
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。 
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d　

統
計
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

 　

こ
こ
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
背
景
と
は
異
な
る
が
、
統
計
学
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
違
い
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
竹
村
（
二
〇
一
八）

20
（

）
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、 

 　

①　

デ
ー
タ
分
析
（
統
計
学
な
ど
） 

 　

②　

デ
ー
タ
処
理
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
な
ど
） 

 　

③　

価
値
創
造
（
専
門
知
識
の
応
用
） 

 

か
ら
構
成
さ
れ
、
①
〜
③
を
総
合
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
位

置
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
人
流
か
ら
効
果
的
な
広
告
を
考
え

る
と
い
う
課
題
を
考
え
れ
ば
、
①
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
統
計
的
に
分
析

す
る
か
、
②
具
体
的
に
そ
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ど
の
よ
う
に
処

理
す
る
か
、
③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
も
と
に
、
計

算
結
果
を
実
際
の
広
告
等
に
役
立
つ
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
利
用
す

る
か
等
々
の
作
業
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

と
呼
ぶ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
定
義
（
①
や
②
を
重

視
す
る
狭
義
の
定
義
）
も
考
え
ら
れ
る
が
、
①
〜
③
は
非
常
に
明
快
か
つ

現
実
的
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
定
義
で
あ
る
。 

 

e　

統
計
検
定 

 　

統
計
検
定）

21
（

は
、
日
本
統
計
学
会
が
認
定
す
る
二
〇
一
一
年
に
始
ま
っ
た

統
計
に
関
す
る
資
格
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経

済
産
業
省
、
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
な
ど
が
後
援
し
て
い
る
。
開
始
以
前

の
時
期
に
は
、
大
学
教
育
の
質
保
証
の
動
き
の
中
で
、
学
問
分
野
ご
と

に
教
育
課
程
編
成
上
の
参
照
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た

が
、
統
計
学
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
分
野
と
し
て
独
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
統
計
関
連
学
会
連
合
に
設
置
さ
れ
て
い
る
統
計
教
育

推
進
委
員
会
が
統
計
学
の
参
照
基
準
を
作
成
し
、
そ
の
基
準
に
あ
る
程
度

則
し
た
学
習
成
果
を
測
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
と
し
て
、
統
計
検
定
が
設

計
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
級
、二
級
（
大
学
基
礎
課
程
で
修
得
す
る
内
容
）、

三
級
、
四
級
、
統
計
調
査
士
、
専
門
統
計
調
査
士
と
い
う
構
成
で
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
、
準
一
級
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（
D
S
）
基

礎
、
D
S
発
展
、
D
S
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
一
級
を
除
い

てCBT

（Com
puter Based Testing

）
方
式
に
移
行
し
、
受
験
生
は
希

望
す
る
地
域
の
試
験
会
場
に
都
合
の
よ
い
時
間
に
赴
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
解
答
す
る
方
式
に
移
行
し
て
い
る
。
従
来
は
、紙
ベ
ー
ス
の
試
験
（PBT, 

Paper Based Testing

）
で
あ
っ
た
。 

 　

受
験
者
数
の
デ
ー
タ
な
ど
は
統
計
検
定
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
名
城
大
学
経
済
学

部
懇
談
会
で
は
、
統
計
検
定
の
受
験
に
関
し
て
、
受
験
料
の
補
助
制
度
が

あ
る
。 

 　

ま
た
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
統
計
検
定
等
を
利
用
す
る
と
い
う

動
き
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
統
計
検
定
三
級
や
、
D
S
基
礎
な
ど
の
受
検

と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
科
目
の
単
位
取
得
を
関
連
づ
け
る
と
い
っ
た

試
み
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
定
期
試
験
の
代
わ
り
に
統
計
検
定
を
利
用
す

る
な
ど
）。
こ
う
し
た
方
式
の
導
入
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
質
保

証
の
観
点
か
ら
も
有
用
な
方
法
で
あ
り
、と
り
わ
け
、C
B
T
方
式
に
な
っ

て
か
ら
は
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
下
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
受
験
料
の
問
題
な
ど
は
存
在
す
る
が
、
す
で
に
活
用
し
て
い
る
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
よ
り
多
く
の
大
学
等
で
こ
う
し
た
方
式
の
導
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入
が
検
討
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

 
f　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

 　

わ
が
国
で
は
、
統
計
学
部
と
い
う
名
前
の
つ
い
た
学
部
は
こ
れ
ま
で
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
も
含

め
た
多
く
の
国
々
で
は
、
統
計
学
部
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
そ

の
殻
を
破
っ
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
に
滋
賀
大
学
で
開
設
さ
れ
た
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
で
あ
る
。
先
に
参
考
文
献
と
し
て
引
用
し
た
竹
村

（
二
〇
一
八
）
の
著
者
で
あ
る
竹
村
彰
通
教
授
が
初
代
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
部
が
認
可
さ
れ
た
の
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
A
I
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
先
に
述
べ
た
統
計
学
ブ
ー
ム
の

影
響
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
文
部
科
学
省
の
方
針
と
合
致
し
た

か
ら
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
の
開
設
に
、
統
計
学
等
に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
研
究
者
が
注
目
し
、

期
待
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
同
学
部
で
は
、
社
会
連
携
を
授
業
に
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
授
業
内
容
も
充
実
し
て
お
り
、
社
会
的
な
評

価
も
高
く
、
新
学
部
の
設
置
の
試
み
は
成
功
し
て
い
る
。 

 　

滋
賀
大
学
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
で
き
て
以
来
、
二
〇
一
八

年
に
横
浜
市
立
大
学
、
二
〇
一
九
年
に
武
蔵
野
大
学
、
二
〇
二
一
年
に

立
正
大
学
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。
東
海
地
方
で

も
、
二
〇
二
一
年
に
南
山
大
学
理
工
学
部
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
が
、

二
〇
二
三
年
に
名
古
屋
市
立
大
学
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
で
き

た
。
名
城
大
学
で
も
、
二
〇
二
二
年
に
情
報
工
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
も
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
そ
れ
に
関
連
す
る

学
部
・
学
科
が
次
々
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ

落
ち
着
い
て
き
た
感
も
あ
る
が
、
今
し
ば
ら
く
は
こ
の
流
れ
が
続
く
の
か

も
し
れ
な
い）

22
（

。 
 　

文
部
科
学
省
は
二
〇
一
八
年
に
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
東
京
二
三

区
の
大
学
で
学
生
の
定
員
増
を
規
制
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
三
年
六
月

に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
含
む
情
報
系
の
学
部
に
つ
い
て
は
、
制
限
の

例
外
と
す
る
と
い
う
通
知
を
文
部
科
学
省
は
出
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
は
、
政
策
の
立
場
か
ら
も
、

積
極
的
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

Ⅶ　

今
後
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
課
題 

 　

以
上
、
高
等
教
育
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
普
及
に
つ
い

て
、
政
策
等
を
中
心
に
そ
の
背
景
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す

る
筆
者
の
主
観
を
述
べ
て
き
た
。
筆
者
も
、
経
済
学
部
を
は
じ
め
と
す
る

い
わ
ゆ
る
文
系
学
部
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
や
ス
キ
ル
が
必
須
で
あ
る
と
当
然
考
え
て
い
る
（
従
来
は
統
計

教
育
と
い
う
用
語
で
あ
っ
た
が
、
学
生
が
将
来
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
細
か
い
表
記
は
気
に
し
て
い

な
い
）。
こ
う
し
た
流
れ
が
一
時
的
ブ
ー
ム
な
ど
と
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、

少
し
で
も
多
く
の
学
生
に
必
要
な
内
容
を
教
授
し
、
将
来
に
役
立
て
て
も

ら
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。 

 　

と
は
い
え
、
現
在
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
も
い
く
つ
か
課
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
最
後
に
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
お
こ
う
。 

 　

ま
ず
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
提
供
す
る
教
員
の
質
・
量
の
確

保
の
問
題
で
あ
る
。
中
学
校
や
高
等
学
校
で
も
数
学
の
学
習
指
導
要
領
の
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改
訂
で
統
計
学
の
内
容
が
追
加
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
教
育
で
き

る
教
員
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
と
同
様
に
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
で
も
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に

関
し
て
、
質
を
保
証
で
き
る
授
業
を
教
員
が
提
供
で
き
る
か
ど
う
か
は
問

題
で
あ
る
。
特
に
、
全
学
開
講
の
科
目
を
考
え
る
と
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
A
I
教
育
の
中
核
と
な
る
教
員
の
存
在
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
教
員
を
多
く
の
大
学
で
継
続
的
に
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
統
計
数
理
研
究
所
の
人
材
育
成
活

動
と
し
て
、「
統
計
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

事
業
が
あ
る
。
そ
し
て
、
高
度
な
統
計
の
知
識
と
実
践
力
を
持
つ
人
材
を

育
成
す
る
「
大
学
統
計
教
員
育
成
セ
ン
タ
ー
」
が
同
研
究
所
に
は
設
置
さ

れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
大
学
・
研
究
機
関
が
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
か
ら
、少
し
で
も
多
く
の
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
の
担
い
手
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。 

 　

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
持
続
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。
全
学
的

な
組
織
と
し
て
各
大
学
で
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
核
と
な
る
教
員
が
一
人
ま
た
は
数

人
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
か
ら
授
業
の
実
施
ま
で
を
担
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
個
人
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
、
長
期
的
に
持

続
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
現
状
で
は
、
認
定
制
度
に
申
請
し
、
採

択
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
各
大
学
等
と
も
人
的
に
も
資
源
を
集
中

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
熱
が
冷
め
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
る
程
度
は
仕
方
な
い
に
せ
よ
、
冷
め
る
前
に
継
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
・
組
織
を
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最
初
の
方
で
述
べ
た
、
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
人
的
に
も
予
算
的

に
も
裏
付
け
ら
れ
た
組
織
と
し
て
設
置
し
、
そ
こ
に
専
任
の
教
職
員
を
置

く
こ
と
な
ど
が
持
続
可
能
性
に
と
っ
て
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
認
定
の
た
め

に
は
評
価
・
公
表
等
を
毎
年
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
務

組
織
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
持
続
可
能
性
を
意
識
し
て
、
教
職
員
の

配
置
等
々
を
各
大
学
で
長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

 　

他
に
も
、
文
系
・
理
系
の
す
べ
て
の
学
生
が
満
足
す
る
よ
う
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
、
大
人
数
の
登
録
者
へ
の
対
処
方
法
（
演
習
問
題
、
成
績
評

価
等
々
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）
教
材
の
開
発
、
特
定
の
教

員
に
依
存
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
な
ど
、
非
常

に
多
く
の
課
題
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
の
重
要
性
に
関
し
て
は
社
会
的
に
も
学
内
的
に
も
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

多
く
の
構
成
員
の
賛
同
・
協
力
を
得
た
上
で
、
持
続
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。 

 　

解
決
す
べ
き
問
題
も
少
な
く
な
い
が
、
今
後
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
が
よ
り
充
実
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 
注 

 （
１ 
）https://w

w
w

.m
ext.go.jp/content/20230710-m

xt_
shuukyo02-000011649_001.pdf 

 （
２ 

）https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/houdou/2023/

m
ext_01260.htm

l 
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 （
３
）https://w

w
w
.m

eijo-u.ac.jp/sp/datascience2022/ 
 （

４ 

）本
稿
の
後
半
で
説
明
す
る
文
部
科
学
省
に
よ
る
認
定
制
度
で
は
、「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
」
と
い
う
よ
う
に
「
数
理
」、

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」、「
A
I
」
と
い
う
三
つ
の
分
野
が
含
ま
れ
て

い
る
。
一
方
、
名
城
大
学
の
科
目
は
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I

入
門
」
で
あ
り
、
ま
た
、
名
城
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
充
実
へ
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る

表
現
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
分
野
の
ど
れ
を
含
め
る
の
か
は
、
文
脈

や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
よ
っ
て
適
宜
使
い
分
け
て
い
る
が
、
ほ
ぼ

同
義
に
用
い
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
違
い
を
意
識
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。 

 （
５ 

）https://w
w
w
8.cao.go.jp/cstp/ai/aistratagy2019.pdf 

 （
６ 

）Society 1.0

が
狩
猟
社
会
、Society 2.0
が
農
耕
社
会
、Society 3.0

が
工
業
社
会
、Society 4.0

が
情
報
社
会
で
あ
り
、Society 5.0

と

は
そ
れ
に
続
く
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
高
度
に
融
合

さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
社
会
を
意
味
す
る
。 

 （
７ 

）
本
稿
で
は
、
大
学
に
は
短
期
大
学
を
、
大
学
等
に
は
高
専
を
含
み
、

（
大
）学
生
と
い
っ
た
場
合
は
、短
大
生
、高
専
生
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

 （
８ 

）https://w
w
w
5.cao.go.jp/keizai-shim

on/kaigi/special/
reform

/w
g7/20191101/shiryou2_1.pdf 

 （
９ 

）
た
と
え
ば
、二
〇
一
五
年
に
産
業
技
術
総
合
研
究
所
に
「
人
工
知
能

研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
、
二
〇
一
六
年
に
理
化
学
研
究
所
に
「
革
新
知

能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
は
総

務
省
・
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
が
連
携
し
た
人
工
知
能
技
術
戦

略
会
議
が
「
人
口
知
能
技
術
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
る
等
々
、
多
岐

に
及
ん
で
い
る
。 

 （
10 
）https://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chousa/
koutou/080/gaiyou/1380788.htm

 
 （

11 
）http://w

w
w
.m

i.u-tokyo.ac.jp/consortium
/overview

.htm
l 

 （
12 
）
第
二
期
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
（
二
〇
二
二
年
度
〜
）
で
は
、

拠
点
校
―
特
定
分
野
校
―
連
携
校
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。 

 （
13 
）https://data.m

dsc.hokudai.ac.jp/?ref=c 
 （

14 
）https://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/suuri_
datascience_ai/00001.htm

 
 （

15 
）https://w

w
w
8.cao.go.jp/cstp/ai/suuri/suuri.htm

l 
 （

16 
）https://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/suuri_
datascience_ai/00002.htm

 
 （

17 
）
大
学
の
特
性
に
応
じ
た
特
色
の
あ
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場

合
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）
プ
ラ
ス
」
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
認
定
制
度
も
あ
る
。 

 （
18 
）
最
初
の
認
定
の
有
効
期
間
は
五
年
で
、
次
回
以
降
の
有
効
期
間
は

三
年
で
あ
る
。 

 （
19 
）
西
内
啓
（
二
〇
一
三
）『
統
計
学
が
最
強
の
学
問
で
あ
る
』
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
。 

 （
20 
）
竹
村
彰
通
（
二
〇
一
八
）『
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
』
岩
波
新
書
。 

 （
21
）https://w

w
w
.toukei-kentei.jp/ 

 （
22 
）
こ
こ
で
あ
げ
た
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
大
学
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
・
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 　
　

※URL
の
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
、
二
〇
二
三
年
八
月
三
日
で
あ
る
。 


